
二
○
○
八
年
十
一
月
十
七
日
（
月
）
か
ら
十
一
月
十
九
日
（
水
）

の
日
程
で
、
金
剛
大
学
校
と
身
延
山
大
学
と
の
友
好
交
流
協
定
打

ち
合
わ
せ
の
た
め
、
宮
川
了
篤
学
長
、
中
山
光
勝
学
部
長
、
そ
し

て
筆
者
の
三
人
で
渡
韓
し
た
。
金
剛
大
学
校
は
二
○
○
三
年
に
大

韓
仏
教
天
台
宗
が
創
設
し
た
仏
教
系
大
学
で
あ
る
。
法
華
経
を
所

依
経
典
と
す
る
教
団
の
創
設
校
同
士
と
い
う
こ
と
で
、
両
校
の
間

に
交
流
協
定
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
今
回
の
渡
韓
と
な
っ
た
。

金
剛
大
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
一
六
○
伽
ほ
ど

離
れ
た
忠
清
南
道
論
山
市
の
郊
外
、
鶏
龍
山
の
麓
に
あ
る
。
ソ
ウ

ル
駅
か
ら
鉄
道
で
論
山
駅
ま
で
行
き
論
山
駅
か
ら
バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
、

ソ
ウ
ル
か
ら
高
速
バ
ス
で
大
田
に
行
き
大
田
か
ら
バ
ス
を
乗
り
継

ぐ
か
タ
ク
シ
ー
、
ソ
ウ
ル
か
ら
高
速
バ
ス
で
公
州
に
行
き
公
州
か
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ら
バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
等
々
、
幾
つ
か
の
交
通
手
段
が
あ
る
が
、
ソ

ウ
ル
か
ら
三
・
四
時
間
は
要
す
る
位
置
に
あ
る
。
今
回
は
金
浦
空

港
ま
で
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
の
金
天
鶴
先
生
と
石
吉

岩
先
生
が
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
た
め
、
金
浦
空
港
か
ら
大
学

ま
で
三
時
間
程
で
行
く
こ
と
が
出
来
た
。
迎
え
が
な
か
っ
た
ら
六

時
間
以
上
要
し
た
は
ず
で
あ
る
。

金
剛
大
学
校
は
仏
教
・
福
祉
学
部
と
通
商
・
行
政
学
部
の
二
学

部
で
構
成
さ
れ
、
仏
教
・
福
祉
学
部
に
は
仏
教
学
専
攻
と
社
会
福

祉
学
専
攻
の
二
コ
ー
ス
、
通
商
・
行
政
学
部
に
は
通
商
通
訳
学
英

語
専
攻
・
日
本
語
専
攻
・
中
国
語
専
攻
そ
し
て
行
政
学
専
攻
の
四

コ
ー
ス
が
あ
る
。
一
学
年
八
十
名
の
定
員
で
、
一
年
次
の
授
業
料

は
全
額
免
除
、
全
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
ボ
ー

福

士

慈

稔

－49－



躍蕊仙謹謹蕊鐘 韓
国
金
剛
大
学
校
訪
問
報
告
（
福
士
）

金剛大学校本部

デ
ィ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
（
全
寮
制
大
学
）
制
度
を
採
択
し
、
全

学
生
の
寮
費
を
無
料
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
海
外
交
流
校

で
の
語
学
研
修
や
交
換
留
学
時
に
も
奨
学
金
を
支
給
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
い
、
更
に
卒
業
生
で
海
外
大
学
院
進
学
者
に
は
学
費
の

全
額
支
援
と
生
活
補
助
費
を
支
給
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
日
本
の

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
該
当
す
る
韓
国
・
大
学
修
学
能
力
試

験
の
上
位
十
一
％
以
内
の
学
生
が
入
学
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
学
生
支
援
が
可
能
な
の
は
、
大
韓
仏
教
天
台
宗
か
ら
日

本
円
で
年
間
約
十
億
円
の
補
助
金
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

初
日
は
午
後
四
時
に
金
剛
大
学
校
に
到
着
し
、
直
ち
に
成
楽
承

総
長
と
の
会
談
を
総
長
室
で
行
っ
た
。
二
日
間
で
共
同
研
究
、
学

術
交
流
、
教
員
交
流
、
学
生
交
換
等
の
基
本
交
流
案
に
つ
い
て
の

協
議
を
進
め
、
今
年
度
内
に
友
好
交
流
協
定
書
を
取
り
交
わ
す
と

い
う
こ
と
で
合
意
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
成
総
長
主
催
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ま
で
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
見
学
を
行
っ
た
。
現
在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
、
大
学
本
部
を
兼

ね
た
講
義
棟
、
図
書
館
、
男
子
学
生
寮
、
女
子
学
生
寮
の
み
で
あ
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総長室での会談

る
が
、
講
義
棟
の
後
方
に
は
国
際
禅
セ
ン
タ
ー
が
建
設
工
事
中
で

あ
っ
た
。
将
来
的
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
四
棟
の
講
義
棟
、
学
生
セ

ン
タ
ー
、
学
生
会
館
、
体
育
館
、
研
修
セ
ン
タ
ー
等
々
、
更
に
十

以
上
の
建
物
が
立
ち
並
ぶ
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

歓
迎
パ
ー
テ
ー
終
了
後
、
宿
泊
の
ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
は
午
後

九
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
宿
泊
は
金
剛
大
学
校
か
ら
車
で
五
十
分
程

要
す
る
大
田
広
域
市
儒
城
区
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
儒
城
は
韓
国

で
有
名
な
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。
大
学
校
か
ら
は
若
干
遠
い
が
、

大
学
校
周
辺
に
宿
泊
施
設
が
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者
に

は
儒
城
の
ホ
テ
ル
を
勧
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

翌
日
、
再
び
両
校
の
交
流
案
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

具
体
的
に
諸
条
件
を
煮
詰
め
た
。
打
ち
合
わ
せ
終
了
後
、
午
後
三

時
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
室
で
「
日
蓮
聖
人
に
み
る
虚
空
蔵
菩
薩
求
問
持

法
の
一
考
察
」
と
い
う
演
題
で
、
宮
川
学
長
が
講
演
を
行
い
、

学
術
交
流
の
第
一
段
と
も
な
っ
た
。

二
泊
三
日
の
行
程
で
あ
っ
た
が
、
飛
行
機
が
羽
田
に
到
着
し
た

時
に
、
急
に
疲
れ
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
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宮
川
先
生
、
中
山
先
生
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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